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公的年金制度の抜本改革を考える 
 
 
  
 
             2階              厚生年金    共済年金 
 
             1階  
 
 
 
 
 
                 
  ※くわしくは、ＪＡＭ作成「もっと知ろうよ年金制度Ⅱ」を読みましょう。（単組に 1 冊配布済み） 

                
  
              ①まず最初は被用者年金の一元化 
               
                            被用者年金（厚生年金+共済年金） 

 
 
 
 
 
              ②その後、全国民を対象とする年金制度に一元化 
               
 

 

報酬比例部分（所得に応じて保険料を払う） 

 
 
 
 
 
 
                      全国民を対象とした所得比例年金制度への一元化 
 
            
 
 
 
 

Ｊ Ａ Ｍ         
政策ＮＥＷＳ 
Special Issue 

現在の公的年

金のしくみ※ 
 

第 1号被保険者       第 2号被保険者 
（自営業・学生など）   
             会社員    公務員 
第 3号被保険者     
（専業主婦） 
 

国民年金（全国民共通の基礎年金） 

保険料滞納等で 

空洞化している 

連合・ＪＡＭが 

考える抜本改革 

国民年金（全国民共通の基礎年金） 

全 額 税 方 式 

 

全 額 税 方 式 

民主党の抜本

改革案 

自民党の改革案は被用者年金制度を一元化するだけで、空洞化している国民年金（基礎年金）はそ

のままにしておくだけのものです。これでは改革とはいえません。 

 

私たちの手で抜本改革を実現しましょう！！ 

9 月 11 日（日）は必ず投票に行きましょう。都合が悪い場合は期日前投票をしましょう！！ 


